　　　　　　　地震防災規程
　（目的）

第１条　この規程は、大規模地震対策特別措置法（昭和５３年法律第７３号）に基づく東海地震注意情報（以下「注意情報」という。）の発表時及び警戒宣言発令時における地震防災について必要な事項を定め、大規模地震による災害の防止と被害の軽減を図ることを目的とする。

　（適用範囲）

第２条　この規程は、　　　　　　　　に勤務し、又は出入りするすべての者に適用する。

　（防災対策推進責任者）

第３条　　　　　　を、この規程に基づく防災対策推進責任者（以下「防災責任者」という。）とする。
　（日常の対応策）

第４条　防災責任者は、地震防災対策として次に掲げる事項を行うものとする。
　(1) 地震に備え備蓄品等の確保等に努める。
　(2) 別紙１の地震防災対策チェック表に従い　　月と　　月に各施設、設備等について点検整備を行う。

　(3) 最寄の避難場所の位置及び避難経路を示す図面を　　　内に掲示しておく。
　（注意情報発表時から警戒宣言発令時までの措置）

第５条　注意情報の発表の情報を知った者は、直ちに防災責任者又は他の責任ある　　　（以下「防災責任者等」という。）に報告するものとする。

２　前項の報告を受けた防災責任者等は、テレビ、ラジオ等を通じて情報の確認をし、別紙１の地震防災対策チェック表による点検と措置を行うものとする。
　（警戒宣言発令時の措置）
第６条　警戒宣言が発せられたことを知った者は、直ちに防災責任者等に報告する。

２　前項の報告を受けた防災責任者等は、テレビ、ラジオ等を通じて情報の確認をし、別紙１の地震防災対策チェック表による点検と措置を行うものとする。
３　防災責任者等は、警戒宣言が発令されたことを確認したときは、その内容を　　　内の顧客等に対し　　　内放送その他の手段によりその内容を知らせるものとする。

	注１　通勤の従業員が自宅で（店以外の場所で）警戒宣言が発せられたことを知ったときは、原則として自宅待機（その場で身の安全を図る。）とする。


　（営業の停止）

第７条　警戒宣言が発令されたときは、原則営業を中止する。

	注２　営業の継続については、店主の判断に任されるが、食料品、生活必需品の販売店は、買い出しパニック防止のためには可能な限り営業を続けることが望ましい。逆に、飲食店等火気使用店舗は、安全上、火気を断つことが望ましい。


　（避難）

第８条　防災責任者は、警戒宣言が発令せられたときは、　　　内にいる客に避難場所の位置及び避難経路を知らせ、　　　に指示し、混乱のないよう客を避難誘導するものとする。
２　　　　は、前項に定める対策をとったときは、防災責任者に報告した後、防火区画及びシャッターを閉め、最寄の避難場所へ避難する。
３　客等が交通機関等の都合で帰宅できないときは、防災責任者等は最寄の避難場所にこれらの者を誘導する。
　（地震発生時の措置）

第９条　地震により火災が発生したときは、防災責任者等を中心に消火活動に当たる。
２　防災責任者等は、　　　内に在る者の所在を確認し、不明者等がいる場合は直ちに防災機関等に通報するとともに救護活動を開始する。

３　地震により負傷者等が生じたときは、防災責任者等を中心に救護活動に当たる。
　（地震発生後の措置）

第１０条　防災責任者等は、別紙２の地震発生後のチェック表に基づき点検を行い、支障をきたすものにあっては直ちに応急措置をとるものとする。
　（教育、訓練及び広報）

第１１条　防災責任者は、従業員等に対して地震防災上必要な教育を行い、大規模な地震に係る防災訓練を年１回以上行うほか、従業員等を市及び自治会等が行う防災訓練に参加させるものとする。
別紙１（第４条－第６条関係）

地震防災対策チェック表
	実施事項
	平常時

適否
	注意情報
発表時適否
	措置
	警戒宣言
発令時適否

	転倒防止は
	
	
	
	

	階段・通路の障害物は
	
	
	
	

	棚等からの落下物は
	
	
	
	

	火気使用器具の停止は
	
	
	
	

	ＬＰＧボンベ等の固定は
	
	
	
	

	発電機の燃料は
	
	
	
	

	主要出入口の開放は
	
	
	
	

	飲料水の確保は
	
	
	
	

	非常食料品の確保は
	
	
	
	

	医薬品、衛生品の確保は
	
	
	
	

	乾電池の確保は
	
	
	
	

	消火器等の確認
	
	
	
	


	注意情報発表時
	点検完了日時
	

	
	点検者氏名
	

	警戒宣言発令時
	点検完了日時
	

	
	点検者氏名
	


別紙２（第１０条関係）

地震発生後チェック表
	実　　施　　事　　項
	適　　否
	措　　　置

	ガス漏れ箇所はないか
	
	

	漏水箇所はないか
	
	

	油漏れはないか
	
	

	ＬＰＧボンベの固定は
	
	

	電気配線、器具に異常はないか
	
	

	発電機の機能はよいか
	
	

	階段、通路の障害物はないか
	
	

	主要な出入口の開放は良いか
	
	

	建物の損壊等危険箇所はないか
	
	

	窓ガラスの破損等危険箇所はないか
	
	

	屋外看板等に危険箇所はないか　
	
	


	点検完了日時
	

	点検者氏名
	


